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事業番号 211

「日本経済再生に向けた緊急経済対策」進捗管理シート（金融庁）

対策の柱立て（大区分） Ⅱ．成長による富の創出

担当部局 検査局

対策の柱立て（中区分） ２．中小企業・小規模事業者・農林水産業対策

対策の柱立て（小区分①） （１）中小企業・小規模事業者等への支援

担当課 総務課

対策の柱立て（小区分②） ②経営改善・事業再生支援、資金繰り支援

アウトプット指標（進捗指標）

アウトカム指標（効果指標）

事業の進捗状況

予算の執行状況

（進捗実績、
今後のスケジュール）

執行早期化のために
講じている工夫

　平成25年２月５日、「ＡＢＬ（動産・売掛金担保融資）の積極的活用について」を公表し、金融検査マニュアルの運用の明
確化等を実施した（４月10日、パブリックコメントの結果を公表）。
　上記公表以降、以下のとおり、今般の措置の周知活動等を実施している。
　①　金融機関に対して、
　　・　金融関係団体を通じて、周知徹底を図るとともに、積極的な活用の検討を要請（２月５日）。
　　・　全国の財務局（11局）において、説明会を開催。
　②　中小企業等に対して、
　　・　中小企業関係団体（５団体）を通じて、広報を実施。
　　・　全国の財務局において、説明会を開催中。
　③　経団連・各地方公共団体に対して、売掛金担保融資の活用促進に向けた協力を要請（２月25日）。

金融検査マニュアルの運用の明確化等を実施済み。

・25年３月末までに、全11財務局等において、金融機関に対して、「ＡＢＬに係る説明会」を開催。
・全国の財務局等において、中小企業等に対して、「金融検査マニュアル〔中小企業融資編〕に関する説明会」を開催し、
ＡＢＬに係る説明を実施。

事業に関するURL
（事業実施場所、補助先等）

対策における施策の名称

事業の内容
（予算については、
予算の使途及び

予算を交付等する対象者
を明記）

・ＡＢＬとは、企業が保有する「在庫」や「売掛金」などを担保とする融資。
・金融検査マニュアル・監督指針においては、「事業価値を見極める融資手法」（不動産担保や個人保証に過度に依存し
ない融資）の重要性を指摘しているが、現行の金融検査マニュアルでは、「動産・売掛金担保」について、具体的にどの
ような場合が「一般担保（客観的な処分可能性がある担保）」として取り扱われるのかが必ずしも明確ではない等の指摘
があることを踏まえ、ABLの活用推進を図るため、金融検査マニュアルの運用の明確化等を検討。

動産・売掛金担保融資（ＡＢＬ）の活用促進＜予算措置以外＞

（事業名） ＡＢＬ（動産・売掛金担保融資）の活用推進 新規/既存 ■新規　　　□既存

実施方法 　□直接実施　　　□委託・請負　　　　□補助金　　　　□負担金　　　　□交付金　　　　□貸付金　　　　■その他（　　　）

平成24年度補正予算額

http://www.fsa.go.jp/news/24/ginkou/20130205-1.html

―
一般会計/特別会計

（特会の場合には名称も記
載）

―

http://www.fsa.go.jp/news/24/ginkou/20130205-1.html

